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 論文審査の結果の要旨
 10π系複素芳香族化合物の化学は未開拓の分野である。なかでも二つのピロール環の縮環体で
 あるi,4一ジヒドロピ口口〔3,2-b〕ピロール(以『ドジヒドロピ口口ピロー・ル)に関する研究はほ
 とんどなされていない。本研究の目的は最近大きな注目を集めている電導性ポリピロール類似の導
 電性ポリマーの原料として,またインドール類似の薬理作用の観点からも興味深いジヒドロピ口口
 ピロールの化学的・電子的性質を明らかにすることである。第一章では硯究の背景および意義に
 ついて述べている。第二輩においては母体化合物の初めての合成,単離について述べるとともに
 母体および誘導体のN一アニオンの反応,ホルミル化,臭素化反応を利用し種々のN一アルキル体,
 C一アルキル体を合成しピロール骨格への置換基導入法について述べている。第三章では得られた
 誘導体の噴,エ3Cおよび15N-NMR法,X線結晶解析,光電子スペクトル法や分子軌道法等によ
 りジヒドロピ口口ピロールの電子状態および物理化学的性質を詳細に検討している。その結果ジ
 ヒドロピロロピロールは平面10π系構造を有すること,ピロール,インドールと類似構造を有す
 るがその電子供与性は著しく高いことを明らかにした。第四章ではジヒドロピ日貸ピロールの電
 子供与性が溶液中の電子移動反応過程や求電子置換反応性にどのように反映するかを検討してい
 る。ピロール,インドール,カルバゾールおよび種々のジヒドロピ口口ピロール誘導体の酸化電
 位,イオン化ポテンシャルの比較からベンゼン系化合物との溶媒和エネルギー差を導き,またpKa
 値の比較からジヒドロピ口口ピロールがインドール,ピロ一間ルに比べ気相,溶液中ともに著しく
 電子供与性の高いことを定量的に明らかにした。また求電子置換反応性がインドールやピロール
 に比べ著しく高いことを実験的に確めるとともにそれが高い電子供与性に基づく事をも明らかに
 した。
 困中彰治の周到な計画と実験によるジヒドロピ口口ピロール環への新規置換基導入法の確立と
 種々の手法による化学的,電子的性質の解明は極めて注目される成果であり,複素環化学領域の
 化学に大きく貢献した。従って田中彰治提出の論文は博士論文として適当であり,本人が自立し
 て研究活動を行なうに必要な高度な能力と学識を有することを示している。よって田中彰治提出
 の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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